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研究内容及び成果の概要 

 本研究は、共生社会の実現と障害者の生涯学習 

の充実の視点から障害者のアート活動の啓発と推 

進を目的としている。 

実践は、北海道アールブリュット・ネットワー 

ク協議会の協力を得て、函館市、北斗市、七飯町 

にある15ヶ所の福祉事業所と協働し、障害者のア 

ート活動をテーマにした合同研修会を6回（表1） 

実施した。のべ209名の参加者があった。 

また、平成29年12月20日（水）～26日（火）に 

かけて函館市芸術ホールギャラリーで開催された 

北海道アールブリュット・ネットワ 

ーク協議会函館展を北海道教育大学 

附属特別支援学校と北海道アールブ 

リュット・ネットワーク協議会が共 

催し、合同研修会に参加した6ヶ所の 

福祉事業所から10名の利用者の作品 

を展示した。            図1 11/9研修会の様子      図2 12/15研修会の様子    図3 12/20研修会の様子 

この合同研修会では、障害者のア 

ート活動の推進の意義や、支援の際 

に必要な画材などの講義だけでなく、 

利用者に対する具体的な支援方法や 

作品の展示方法をワークショップ形 

式で具体的に学ぶことができるよう  図4 函館展の様子①       図5 函館展の様子②    図6 合同研修会講師と参加者 

に設定した。研修会終了後の記述式のアンケートや参加者の感想では、このワークショップ形式の研修が好 

評で、それぞれの事業所でアート活動を推進したいという意見が多くあった。また、第3回の研修会では、各

福祉事業所の利用者もアート活動を体験した。大変好評で、「是非、またアート活動に参加したい」という声

が多くあり、利用者のアート活動に対する興味関心を高めることができた。また、北海道アールブリュット・

ネットワーク協議会函館展の展示は、福祉事業所の枠を超えて参加者が協力して展示を行い、アート活動を通

した学校と福祉事業所間のネットワークを構築することができた。 

成果の公表の状況 

【報告書】 

・厚生労働省平成29年度障害者の芸術活動支援モデル事業北海道報告書※平成30年6月末頃完成予定。 

【学会発表】 

・日本特殊教育学会第56回大会（大阪）ポスター発表予定 
教育現場で活用可能な分野・教材等 
特別支援学校が、卒業生の利用する福祉事業所と協働し、障害者の生涯学習や社会参加としてのアート活動を

推進するモデルとなり得る。 
配布又はダウンロ

ード可能な資料 
冊子体 約30部［厚生労働省平成28年度障害者の芸術活動支援モデル事業北海道報告書］ 

※昨年度の実践をまとめた資料 
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